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平
和
憲
法
を
堅
持
す
る
国
政
の
実
現
を

休
保
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
共
済
の
適
用
除
外
を

保
険
業
法
の
適
用

除
外
運
動
の
到
達

　
登
山
愛
好
家
に
よ
る
遭
難

救
助
の
共
済
、
知
的
障
害
者

の
入
院
時
の
付
き
添
い
介
助

の
共
済
、
児
童
・
父
母
の
学

校
活
動
中
の
事
故
補
償
の
共

済
、
そ
し
て
、
開
業
保
険
医

に
よ
る
休
業
時
の
共
済
な

ど
、
本
来
、
公
的
に
保
障
さ

れ
る
べ
き
分
野
に
お
い
て
、

社
会
保
障
の
不
備
・
後
退
に

よ
り
や
む
を
得
ず
、
構
成
員

同
士
で
支
え
あ
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
き
た
自

主
共
済
が
、
保
険
業
法
の
規

制
を
受
け
、
試
練
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
2
年
間
、
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
を
は
じ
め
、

諸
団
体
は
、「
共
済
の
今
日
と

未
来
を
考
え
る
懇
話
会
」
を

全
国
　
県
で
結
成
し
、
新
保
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険
業
法
か
ら
の
適
用
除
外
要

求
を
実
現
す
る
た
め
の
集
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
旺

盛
に
取
り
組
み
、
地
方
自
治

体
の
意
見
書
が
1
3
6
カ
所

で
採
択
さ
れ
た
。

　
会
員
諸
氏
よ
り
協
力
い
た

だ
い
た
請
願
署
名
は
　
万
筆

10

を
越
え
、
与
野
党
の
国
会
議

員
に
提
出
し
、
数
多
く
の
議

員
か
ら
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

先
の
国
会
で
は
、
自
民
、
公

明
な
ど
与
党
の
反
対
に
よ
り

審
議
・
成
立
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
参
議
院
で
は
全

野
党
と
無
所
属
議
員
の
賛
同

に
よ
る
議
員
立
法
の
提
出
が

実
現
し
た
。

　
保
険
業
法
は
、
す
べ
て
の

団
体
の
共
済
制
度
が
規
制
対

象
と
な
り
、
2
0
0
8
年
　12

月
か
ら
は
、
公
益
法
人
が
実

施
す
る
共
済
事
業
も
適
用
対

象
と
な
る
ほ
か
、
次
回
改
定

（
2
0
1
1
年
）
で
は
、
労

働
組
合
共
済
や
協
同
組
合
共

済
に
も
影
響
し
て
く
る
。

休
業
保
障
制
度
が

果
た
し
て
き
た
　

社
会
的
役
割

　
保
団
連
の
休
業
保
障
制
度

は
、　
年
前
に
、
休
業
時
に
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閉
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
開

業
保
険
医
を
助
け
る
た
め
に

制
度
を
発
足
さ
せ
、
全
国
統

一
制
度
と
し
て
発
展
し
、
現

在
会
員
の
約
半
数
が
加
入
し

て
い
る
。
医
師
に
よ
る
審
査

や
休
業
確
認
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
関
与
を
基
本
と

し
、
非
営
利
の
制
度
運
行
を

継
続
し
、
の
べ
2
万
人
が
受

給
さ
れ
て
き
た
。

　
開
業
保
険
医
は
、
病
気
で

突
然
の
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
際
、
た
だ
ち
に
閉
院
に

追
い
込
ま
れ
る
。
医
師
自
身

だ
け
で
な
く
、
代
診
医
の
手

配
や
従
業
員
の
雇
用
継
続
の

保
障
な
ど
多
額
の
出
費
は
自

己
責
任
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
地
域
医
療
を
担

う
開
業
医
に
と
っ
て
休
業
保

障
制
度
は
、
安
心
感
を
与
え

る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

　
保
団
連
で
は
、
保
険
業
法

の
規
制
を
受
け
な
い
唯
一
の

方
法
と
し
て
、
保
険
業
法
施

行
（
2
0
0
6
年
4
月
）
ま

で
に
加
入
さ
れ
た
契
約
者
の

み
に
よ
る
維
持
・
管
理
を
継

続
し
て
お
り
、
休
業
時
に
は

安
心
し
て
受
給
し
て
も
ら
え

る
。
同
時
に
、
現
行
制
度
を

存
続
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
と

し
て
、
適
用
除
外
運
動
を
継

続
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

の
規
制
行
政
か
ら

の
脱
却
を

　
保
険
業
法
「
改
正
」
の
目

的
は
、
不
特
定
の
顧
客
を
対

象
に
無
認
可
保
険
業
を
営
ん

で
き
た
営
利
業
者
に
よ
る
契

約
で
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
社

会
問
題
化
し
た
こ
と
へ
の
規

制
、
対
処
で
あ
っ
た
。
し
か

し
保
険
業
法
改
正
後
、
こ
れ

ら
の
無
認
可
保
険
業
者
は

く
こ
と
で
「
消
費
者
保
護
」

を
実
現
し
た
と
主
張
し
て
き

た
が
、
そ
の
後
、
生
損
保
各

社
に
お
い
て
、
給
付
金
不
払

い
問
題
が
繰
り
返
し
起
こ
さ

れ
、
利
益
優
先
で
契
約
者
軽

視
の
業
界
体
質
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
米
国
の
低
所
得
者

向
け
住
宅
ロ
ー
ン
の
債
務
不

履
行
に
よ
り
、
米
国
の
大
手

証
券
会
社
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
が
破
た
ん
し
、
大
手

保
険
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
破

「
少
額
短
期
保
険
業
者
」
と

し
て
、金
融
庁
か
ら
む
し
ろ
、

お
墨
付
き
を
与
え
ら
れ
る
形

で
、
営
業
を
続
け
て
い
る
。

　
非
営
利
の
自
主
共
済
は
、

保
険
会
社
化
す
る
こ
と
は
到

底
で
き
な
い
た
め
、
や
む
な

く
廃
業
や
、
保
険
商
品
へ
の

切
り
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
実
に
つ
い

て
、
金
融
庁
長
官
は
、「
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
が
で
き
、
契

約
者
保
護
が
は
か
ら
れ
た
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
社
会
的

弱
者
に
よ
る
弱
者
の
た
め
の

自
主
共
済
が
法
改
正
に
よ
り

潰
さ
れ
、
自
律
自
助
す
ら
妨

げ
ら
れ
た
事
実
は
か
き
消
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
そ
も
そ
も
保
険
業
法
改
正

の
真
の
狙
い
は
、
米
国
保
険

業
界
に
よ
る
共
済
市
場
へ
の

参
入
機
会
の
拡
大
で
あ
り
、

不
特
定
の
者
を
相
手
方
と
す

る
保
険
、
特
定
の
者
を
相
手

方
と
す
る
共
済
と
の
区
別
を

な
く
し
、
す
べ
て
同
一
基
準

で
規
制
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
参
入
機
会
を
作
る
こ
と

に
あ
っ
た
。

　
金
融
庁
は
、
規
制
下
に
置

平
和
問
題
で
の
　

保
団
連
の
考
え
方

　
保
団
連
は
、
開
業
医
宣
言

び
、
憲
法
の
理
念
を
体
し
て

平
和
を
脅
か
す
動
き
に
反
対

し
、
核
戦
争
の
防
止
と
核
兵

器
廃
絶
が
現
代
に
生
き
る
医

師
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
」
の
立
場
か

ら
、
一
貫
し
て
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
、
イ
ン
ド
洋
に
お

け
る
海
上
自
衛
隊
の
給
油
活

動
に
反
対
し
て
き
た
。

　
　
年
保
団
連
第
　
回
定
期

04

39

大
会
で
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛

隊
派
兵
を
た
だ
ち
に
中
止
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
こ
の
中
で
、「
憲
法
9
条
の

下
で
戦
後
　
年
間
に
わ
た
っ
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て
日
本
の
自
衛
隊
が
1
人
の

外
国
人
も
殺
さ
ず
、
1
人
の

戦
死
者
も
出
さ
ず
に
築
い
て

き
た
日
本
の
平
和
の
意
志
が

踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
」と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
当
時
の
小
泉
内

閣
は
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

を
強
行
し
、「
美
し
い
国
、
日

本
」
と
い
う
政
権
構
想
の
も

と
に
小
泉
内
閣
を
引
き
継
い

だ
安
倍
内
閣
も
路
線
を
継
続

し
た
。

新
テ
ロ
特
措
法
を

め
ぐ
る
攻
防

　
　
年
6
月
　
日
、自
民
党
、

07

20

公
明
党
の
与
党
は
、
参
議
院

本
会
議
に
お
い
て
、
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
派
兵
を
2
年
間
延

長
す
る
「
改
正
」
イ
ラ
ク
特

措
法
と
、
教
育
関
連
3
法
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
成

立
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
世
論
を
無
視
し

た
安
倍
自
公
政
権
の
暴
挙

は
、
久
間
防
衛
相
の
「
原
爆

投
下
は
『
し
ょ
う
が
な
い
』

発
言
」
と
相
ま
っ
て
、
7
月

　
日
の
参
議
院
選
挙
に
お
い

30て
、
与
党
の
惨
敗
と
い
う
形

で
国
民
の
審
判
が
下
さ
れ

た
。
　
参
議
院
で
与
党
は
過
半
数

の
議
席
を
確
保
で
き
ず
、　05

年
9
月
　
日
の
衆
議
院
選
挙

11

で
小
泉
自
民
党
が
圧
勝
し
て

以
来
の
与
党
独
裁
体
制
は
こ

こ
に
終
焉
し
た
。

　
　
年
9
月
　
日
、
安
倍
晋

07

26

三
首
相
は
突
然
の
辞
任
。
続

く
福
田
政
権
下
、　
月
1
日
、

11

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
の
期

限
切
れ
に
伴
い
、
イ
ン
ド
洋

で
活
動
中
の
補
給
艦
「
と
き

わ
」
と
護
衛
艦
「
き
り
さ
め
」

に
撤
収
命
令
が
出
さ
れ
、
海

上
自
衛
隊
の
給
油
活
動
は
5

年
　
カ
月
で
中
断
し
た
。

11
　
　
月
　
日
、福
田
政
権
は
、

11

14

給
油
活
動
の
再
開
の
た
め
に

新
テ
ロ
特
措
法
の
採
決
を
強

行
。
こ
れ
に
対
し
て
保
団
連

は
、
住
江
憲
勇
会
長
名
で
抗

議
声
明
を
提
出
し
た
。

　
新
テ
ロ
特
措
法
は
、　
年
08

1
月
　
日
の
参
議
院
に
お
い

11

て
野
党
の
反
対
多
数
で
否
決

さ
れ
た
が
、
同
日
、
衆
議
院

で
3
分
の
2
の
賛
成
を
も
っ

て
再
可
決
さ
れ
た
。
参
議
院

で
廃
案
に
な
り
な
が
ら
、
衆

議
院
で
の
再
可
決
は
　
年
ぶ

57

り
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
2
月
よ
り
給
油
活
動

は
再
開
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　
混
迷
す
る
政
局
の
中
で
、

9
月
1
日
、
福
田
康
夫
首
相

は
突
然
の
辞
任
を
表
明
し
、

政
権
を
放
棄
。
し
か
し
、
新

テ
ロ
対
策
特
措
法
は
1
年
間

の
時
限
立
法
で
あ
り
、
9
月

　
日
、
政
府
は
給
油
活
動
を

19さ
ら
に
1
年
間
延
長
す
る
た

め
の
新
テ
ロ
対
策
特
措
法
改

正
案
を
閣
議
決
定
し
、
麻
生

新
内
閣
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
野
党
は
給

油
活
動
の
継
続
に
反
対
し
て

お
り
、
来
る
総
選
挙
に
お
け

る
大
き
な
争
点
と
な
ろ
う
。

自
衛
隊
派
兵
の

違
憲
判
決
を
　

ど
う
見
る
か

　
　
年
9
月
　
日
の
米
国
同

01
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時
多
発
テ
ロ
は
全
世
界
に
衝

撃
を
与
え
た
。
数
千
人
の
死

者
を
出
し
た
こ
の
行
為
は
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て

米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ

の
武
力
攻
撃
を
始
め
て
か
ら

の
7
年
間
、
憎
し
み
は
憎
し

み
を
呼
び
、
テ
ロ
は
世
界
　60

カ
国
に
拡
散
し
た
。
報
復
戦

争
の
継
続
が
テ
ロ
を
正
当
化

す
る
口
実
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
間
の
世
界
情
勢

を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

戦
争
で
テ
ロ
を
な
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
　
年
4
月
　
日
、
名
古
屋

08

17

高
等
裁
判
所
は
、
自
衛
隊
の

イ
ラ
ク
へ
の
派
兵
差
し
止
め

を
求
め
た
判
決
に
お
い
て
、

「
自
衛
隊
の
活
動
、
特
に
航

空
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
で
現
在

行
っ
て
い
る
米
兵
等
の
輸
送

活
動
は
、
他
国
に
よ
る
武
力

行
使
と
一
体
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
イ
ラ
ク
特
措
法
2
条

2
項
、
同
3
項
、
か
つ
憲
法

9
条
1
項
に
違
反
す
る
」
と

の
画
期
的
な
判
断
を
下
し

た
。
　
こ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
、

と
り
わ
け
憲
法
9
条
の
存
在

と
、
日
本
と
世
界
の
市
民
の

平
和
を
希
求
す
る
思
い
と
運

動
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
こ
の
違
憲
判
決
を
機
に
、

自
衛
隊
の
存
在
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て
、
憲
法
の
立
場
か

ら
厳
し
く
見
直
す
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。
こ
の
世
か
ら

戦
争
の
悲
劇
を
な
く
す
た
め

に
、
平
和
憲
法
を
堅
持
す
る

国
政
の
実
現
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

（
本
田
孝
也
・
保
団
連
理
事
）

リレー解説渦　3・6面

総選挙の争点

「
　.

平
和
の
希
求
　
人
命

10
を
守
る
医
師
は
い
か
な
る
戦

争
を
も
容
認
で
き
な
い
。
私

た
ち
は
歴
史
の
教
訓
に
学

綻
回
避
に
向
け
て
、
米
国
中

央
銀
行
に
よ
る
9
兆
円
の
公

的
資
金
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
的
な
混
乱
を
巻
き

起
こ
し
た
。

　
証
券
化
技
術
で
膨
張
し
、

内
在
す
る
リ
ス
ク
が
分
か
ら

な
い
米
国
型
の
金
融
錬
金
術

は
完
全
に
破
綻
し
た
が
、
米

国
流
の
金
融
政
策
を
賛
美

し
、
国
民
の
預
貯
金
を
リ
ス

ク
に
さ
ら
す
日
本
の
金
融
行

政
は
世
界
的
に
も
通
用
し
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
来
る
総
選
挙
で
は
、
保
険

業
法
改
正
を
は
じ
め
と
す

る
、「
消
費
者
保
護
」
に
名
を

借
り
た
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

の
規
制
行
政
か
ら
の
脱
却
・

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
森
明
彦
・
保
団
連
理
事
）

日本初の空中給油機KC-767が配備さ
れた愛知県小牧基地（撮影=竹内創）




